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〉日本山岳会事務取扱時間

月,大,木,土曜  10時～20時

水,金曜      13時 ～20時

日曜・祭日は休み

〉図書室開室時間

日曜・祭日・月曜を除く毎日
13時～20時

昭
和
五
十
七
年
度

日

本

山

岳

会

通

常

総

会

新
監
事
に
小
倉
茂
暉
氏

の
選
任

（第
三
号
議
案
）
な
ど
の
承
認

が
行
わ
れ
た
ほ
か
第
四
号
議
案
と
し
て

昭
和
五
十
七
年
度
除
籍
者
の
件
が
提
案

さ
れ
た
。
そ
し
て
総
会
終
了
後
は
、
引

続
い
て
同
館
同
階
の
四
〇
六
号
室
で
、

恒
例
の
懇
親
会
が
行
わ
れ
極
め
て
盛
会

で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

ま
ず
、
総
会
は
神
崎
忠
男
総
務
担
当

常
務
理
事
に
よ
っ
て
、
本
日
の
出
席
者

一
三
八
名
、
委
任
出
席
者

一
、
六

一
六

名
、
計

一
、
七
五
四
名
で
あ
り
、
従

っ

て
定
款
に
よ
る
在
籍
会
員
の
三
分
の
一

を
満
た
す
も
の
と
し
て
総
会
の
成
立
が

宣
言
さ
れ
た
。
次
い
で
就
任
以
来

一
年

間
を
経
た
佐
々
会
長
の
挨
拶
が
行
わ
れ

た
。
佐
々
会
長
は
こ
の
一
年
間
を
ふ
り

返
っ
て
、
各
委
員
会
活
動
や
国
際
交
流

の
活
発
化
を
喜
ぶ
と
と
も
に
、
当
初
の

目
標
で
あ
っ
た
地
方
支
部
と
の
連
け
い

の
難
し
さ
な
ど
の
感
想
を
述
べ
る
と
共

に
、
こ
れ
ら
の
諸
活
動
を
財
政
面
か
ら

支
え
る
も
の
と
し
て
基
金
或
い
は
財
団

と
で
も
言
う
べ
き
も
の
を
近
く
発
足
さ

せ
た
い
の
で
、
そ
れ
に
当

っ
て
は
会
員

各
位
の
協
力
を
仰
ぐ
旨
の
要
請
が
あ
っ

た
。ひ

き
続
き
渡
辺
兵
力
副
会
長
に
よ
る

会
務
報
告
が
配
布
資
料
に
も
と
づ
い
て

行
わ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
昭
和
五

十
七
年
二
月
二
十

一
日
現
在
の
会
員
総

数
は
三
、
七
六
〇
名
で
、
昨
年
に
比
較

し
て
純
増
は
約
百
名
。
な
お
物
故
会
員

は
次
の
二
十

一
名
。
ご
冥
福
を
祈
り

一

分
間
の
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。

小
崎
司
郎
　
是
行
定

一　
一二
谷
忠

一

小
野
寺
良
　
小
池
新
三
　
角
口
想
蔵

二
重
野
勝
彦
　
八
木
橋
豊
吉
　
折
元

秀
穂
　
柳
沢
悟
　
橋
本
晋
七
郎
　
立

川
重
衛
　
武
藤
晃
　
奈
良
隆
之
助

内
田
慶
治
　
鴫
満
則
　
寺
西
洋
治

浅
井
東

一　
高
田
俊
雄
　
藤
沢
乙
三

武
藤
清
次

定
款
二
十
九
条
に
も
と
づ
き
議
長
に

佐
々
会
長
を
選
出
、
つ
い
で
議
事
に
入

っ
た
。
ま
ず

一
号
議
案
の
ひ
と
つ
昭
和

五
十
六
年
度
事
業
報
告
と
二
号
議
案
の

う
ち
の
昭
和
五
十
七
年
度
の
事
業
計
画

案
は
、
総
務
担
当
伊
丹
紹
泰
常
務
理
事

が
配
布
資
料
に
よ
っ
て
説

明

に
当

っ

た
。
昨
年
度
行

っ
た
主
な
事
業
は
Ｉ

ｏ

Ｍ

・
Ｆ

・
パ
タ
ッ
ク
会
長
の
来
日
を
は

じ
め
印
度
の
サ
リ
ー
ン
氏
、
英
国
の
コ

ー
ル
ズ
氏
な
ど
の
外
国
よ
り
の
お
客
さ

ま
を
は
じ
め
多
数
の
方
々
の
来
会
が
あ

っ
た
ほ
か
、
集
会
委
員
会
、
自
然
保
護

委
員
会
等
の
現
地
小
集
会
、
研
究
会
な

ど
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
主
な
海
外
登
山

と
し
て
は
学
生
部
の
五
年
計
画
で
行
わ

れ
る
ボ
ゴ
ダ
峰
周
辺
の
登
山
隊
な
ど
が

あ
っ
た
。
五
十
七
年
度
事
業
と
し
て
は

大
局
と
し
て
は
五
十
六
年
度
と
変
わ
っ

て
は
い
な
い
が
、
登
山
の
指
導
奨
励
に

必
要
な
集
会
、
研
究
会
、
講
習
会
な
ど

を
多
数
行
う
ほ
か
、
去
る
五
月
二
十

一

日
に
行
わ
れ
た
Ｃ

・
ハ
ウ
ス
ト
ン
博
士

を
囲
む
会
を
は
じ
め
本
年
も
外
国
か
ら

の
来
会
者
も
多
く
予
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
近
く
は
ウ

ェ
ス
ト
ン
祭
も
例
年
通

り
行
う
予
定
で
あ
る
し
、
学
生
部
の
ボ

ゴ
ダ
峰
の
第
二
年
目
の
計
画
も
実
施
さ

れ
る
。

こ
の
説
明
に
対
し
、
事
業
計
画
実
施

に
当

っ
て
は
本
部
と
支
部
間
の
重
複
の

総会で挨拶する佐々会長・ 撮影 岡沢祐吉

社
団
法
人
日
本
山
岳
会

の
昭
和
五
十
七
年
度
通
常

総
会
は
、
若
葉
薫
る
五
月

十
四
日

（金
）
午
後
六
時

よ
り
会
員
多
数
を
集
め
、

東
京
市
ケ
谷
の
私
学
会
館

（東
京
都
千
代
田
区
九
段

北
四
ノ
ニ
ノ
二
十
五
）
の

四
〇
五
号
室
で
開
催
さ
れ

た
。こ

の
総
会
で
は
、
昭
和

五
十
六
年
度
事
業
報
告
お

よ
び
収
支
決
算
、
財
産
目

録
（第

一
号
議
案
）、
昭
和

五
十
七
年
度
事
業
計
画
案

お
よ
び
収
支
予
算
案

（第

二
号
議
案
）、
昭
和

五
十

七
年
度
役
員
（監
事
二
名
）

(1)
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な
い
よ
う
調
整
を
は
か
る
必
要
性
の
あ

る
事
の
要
望
が
あ
っ
た
ほ
か
、
五
十
七

年
度
事
業
計
画
案
の
う
ち
低
圧
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
対
し
質
問
あ
り
、
中
村
純
二

科
学
研
究
委
員
会
担
当
理
事
の
説
明
が

あ
っ
た
の
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
拍
手
を
も
っ

て
承
認
さ
れ
た
。

次
の
議
題
で
あ
る
昭
和
五
十
六
年
度

収
支
決
算
、
財
産
目
録
並
び
に
五
十
七

年
度
収
支
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
財
務

担
当
で
あ
る
西
村
政
晃
常
務
理
事
が
説

明
を
行

っ
た
。

そ
れ
に
よ
れ
ば

一
号
議
案
の
五
十
六

年
度
収
支
決
算
は
収
入
予
算
が
三
、　
一

五

一
万
円
に
対
し
、
そ
の
結
果
で
あ
る

決
算
額
は
四
六
、
三
〇

一
、
四
九
八
円

と
な
っ
て
、
予
算
額
を

一
四
、七
九

一
、

四
九
八
円
と
大
巾

に
上

ま

わ
っ
て
い

る
。
こ
の
理
由
は
ル
ー
ム
購
入
の
た
め

に
借
り
て
い
た
長
期
の
借
入
金
を
別
途

会
計
か
ら

一
、
二
〇
〇
万
円
ほ
ど
取
り

く
ず
し
て
返
却
に
当
て
た
た
め
と
、
も

う
ひ
と
つ
は
図
書
出
版
研
究
基
金
を
特

別
会
計
か
ら
組
み
入
れ
、
図
書

一
三
七

冊
を
購
入
し
た
た
め
で
、
こ
の
二
つ
の

大
き
な
イ
レ
ギ

ュ
ラ
ー
の
支
出
の
た
め

で
あ
る
。
従

っ
て

一
方
の
支
出
の
部
の

方
も
予
算
額
に
対
し
て
決
算
額
が
大
巾

に
上
ま
わ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
イ
レ
ギ

ュ
ラ
ー
な
支
出
を
の

ぞ
く
と
、
五
十
六
年
度
は
実
質
で
は
プ

ラ
ス
四
〇
万
円
、
若
干
の
黒
字
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
措
置
は
数

回
も
理
事
会
に
お
い
て
討
議
さ
れ
決
定

さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
た
め
期
首
に
は

三
千
万
円
ほ
ど
あ
っ
た
繰
越
金
は
そ
の

半
分
程
に
減
少
は
し
た
が
、
他
方
ル
ー

ム
借
入
金
も
そ
れ
だ
け
減

っ
た
こ
と
に

な
り
、
年
間
の
返
済
金
は
今
ま
で
の
五

八
〇
万
円
か
ら
い
っ
き
よ
に
三
三
〇
万

円
と
な
り
、
二
五
〇
万
円
ほ
ど
少
な
く

な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
五
十
七
年
二
月
二
十

一
日
現
在

の
財
産
目
録
は
基
本
財
産
、
建
物
お
よ

び
土
地
、
絵
画
な
ど
は
異
動

は
な

い

が
、
什
器
備
品
に
つ
い
て
は
書
棚
、
図

書
も

一
五

一
冊
ほ
ど
新
規
に
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
る
。
現
金
お
よ
び
預
貯
金
に

つ
い
て
は
合
計

一
八
、
二
五
四
、
九

一

四
円
と
な
り
、
負
債
は
当
然
、
長
期
借

入
金
が
大
巾
に
減
少
し
た
。

昭
和
五
十
七
年
度
の
予
算
書
に
つ
い

て
は
収
入
を
三
、
二
七
五

・
五
万
円
ほ

ど
に
見
込
ん
だ
。
こ
れ
は
前
年
よ
り

一

二
四
・
五
万
円
の
増
で
あ
る
が
、
こ
れ

に
対
し
て
支
出
の
方
は
運
営
管
理
費
、

事
業
費
そ
の
他
で
三
、
五
三
五

・
七
万

円
と
な
っ
て
三
六
〇

・
二
万
円
程
の
赤

字
と
な
る
。
こ
れ
は
収
入
を
あ
る
程
度

シ
ビ
ヤ
ー
に
考
え
た
た
め
で
、
ち
な
み

に
昨
年
の
場
合
は
四
九
〇

・
二
万
円
の

赤
字
で
あ
っ
た
が
、
実
績
で
は
前
述
の

よ
う
に
黒
字
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
五

十
七
年
度
の
場
合
は
更
に
予
算
段
階
で

も
赤
字
巾
を
少
な
く
し
た
の
で

一
層
の

堅
実
化
が
計
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る

以
上
に
対
し
鴫
原
啓
佑
監
事
よ
り
総

て
正
確
か
つ
妥
当
で
あ
る
旨
の
監
査
結

果
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

続
い
て
質
疑
応
答
に
入
っ
た
が
、
前

述
の
一
三
七
冊
の
図
書
購
入
に
対
し
て

か
な
り
厳
し
く
突

っ
こ
ん
だ
応
酬
が
見

(2)
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ら
れ
た
が
、
松
家
晋
図
書
担
当
理
事
よ

り
の
説
明
の
後
拍
手
の
う
ち
に
承
認
さ

れ
た
。

第
三
号
議
案
の
役
員
改
選
に
つ
い
て

は
渡
辺
副
会
長
よ
り
、
本
年
度
は
監
事

交
替
の
み
で
あ
り
、
こ
の
件
に
つ
い
て

は
定
款
に
も
と
づ
き
評
議
員
会
の
推
せ

ん
に
よ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
評

議
員
会
の
結
果
、
鴫
原
監
事
は
退
任
、

代

っ
て
小
倉
茂
暉

（
四
二
四
〇
番
）
氏

が
選
ば
れ
、
な
お
太
田
敬
監
事
は
留
任

と
な
る
旨
発
表
さ
れ
た
が
、
こ
れ
も
全

員
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第
四
号
議
案
は
六
十
九
名
の
昭
和
五

十
七
年
度
除
籍
対
象
者
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
事
務
局
も
か
な
り
努
力
は
す
る

が
、
紹
介
者
、
知
人
な
ど
か
ら
本
人
に

通
知
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
出
来
る
だ
け

除
籍
者
を
減
ら
す
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

承
認
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
神
崎
常
務
理
事
よ
り
若
干

の
事
務
連
絡
が
あ
っ
た
あ
と
、
本
総
会

第
十
九
回

「
こ
の

一
本
展
」

九
、

日
本
名
山
図
会

（天
ｏ
地

。
人
　
一二
冊
）

谷

文
晃

著

文
化
九
年
五
月
初
版

江
戸
須
原
屋
刊

「日
本
名
山
図
会
」
は
、
江
戸
時
代

の
画
家
谷
文
晃

（
一
七
六
三
―

一
八
四

〇
）
が
描
い
た
日
本
の
山
八
十
九
座
の

の
議
事
録
署
名
人
は
堀
内
章
雄
氏

（
四

五
八
三
番
）
と
坂
本
正
智
氏

（八

一
八

四
番
）
に
そ
れ
ぞ
れ
決
定
さ
れ
た
。

最
後
に
田
口
二
郎
副
会
長
の
閉
会
の

辞
に
よ
り
午
後
七
時
半
総
会
は
無
事
終

了
し
た
。
（本
記
事
関
係

は
別
掲
資
料

を
参
照
の
こ
と
）

つ
い
で
そ
の
後
恒
例
の
懇
親
会
が
同

階
の
四
〇
六
号
室
で
行
わ
れ
た
。
会
場

に
は
先
ほ
ど
説
明
さ
れ
た
貴
重
な
購
入

図
書
が
展
示
さ
れ
、
机
上
に
は
ビ
ー
ル

や
料
理
が
並
べ
ら
れ
て
い
た
。
ま
ず
懇

親
会
は
佐
々
会
長
挨
拶
、
総
会
前
に
開

催
さ
れ
た
支
部
長
会
議
の
報
告
が
出
席

各
支
部
長

（静
岡
、
東
海
、
越
後
、
関

西
な
ど
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
ち
、

三
田
元
会
長
の
音
頭
で
乾
杯
、
懇
談
と

な
っ
た
。
懇
談
は
各
支
部
長
を
囲
ん
で

な
ご
や
か
に
盛

り
上
が

っ
て

い
っ
た

が
、
最
後
に
西
堀
前
会
長
の
勇
ま
し
い

手
じ
め
に
よ
っ
て
午
後
八
時
半
過
ぎ
に

閉
会
と
な
っ
た
。
　

　

（小
倉
　
厚
）

よ

り

（
３

）

画
集
で
、
文
化
九
年

（
一
八

一
二
）
の

五
月
に
江
戸
の
須
原
屋
茂
兵
衛
方
か
ら

発
売
さ
れ
た
天

・
地

ｏ
人
三
冊
の
本
で

あ
る
。
こ
の
本
は
、
①
山
だ
け
を
対
象

と
し
て
描
い
た
風
景
画
集

で
あ

る

こ

と
。
②
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
九
州
に

い
た
る
、
広
い
範
囲
に
わ
た
る
山
々
が

描
か
れ
て
い
る
こ
と
。
及
び
、
③
描
法

が
誇
張
的
で
な
く
対
象
を
忠
実
に
捕
え

て
い
る
点
、
洋
画
に
お
け
る
ス
ケ
ッ
チ

ノ
フ

（
ソ
連
）
の
二
人
パ
ー
テ
ィ
に
よ
り
、
初
登
ル
ー
ト

か
ら
行
わ
れ
た
。
リ
ー
ダ
ー
は
Ｐ

ｏ
ギ
ジ
ス
キ
ー
と
思
わ

れ
る
。
彼
等
は
米
国
の
地
質
調
査
隊
の
共
同
研
究

隊
員

で
、
エ
ル
ス
ワ
ー
ス
山
地
中
央
部
の
調
査
基
地
か
ら
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
で
山
麓
に
運
ば
れ
、
二
五
〇
〇
研
付
近
に
ア
タ

ツ
ク
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
設
置
し
、
三
〇
〇
〇
房
に
Ｃ
ｌ

三
七
〇
〇
口月
に
Ｃ
２
を
設
置
し
、
そ
こ
か
ら
頂
上
を
往
復

し
た
。
Ｂ
Ｃ
Ｉ
頂
上
Ｉ
Ｂ
Ｃ
と
四
日
間
で
終

了

し

て

い

る
。
ル
ー
ト
と
し
て
は
氷
の
斜
面
の
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
手

強
か
っ
た
と
い
う
。
頂
上
に
は

一
九
六
六
年
の
米
国
隊
が

残
し
た
旗

（確
か
米
国
地
理
協
会
の
旗
で
あ
っ
た
）
が
風

に
ち
ぎ
ら
れ
て
残

っ
て
お
り
、
彼
等
は
そ
れ
を
持
ち
帰

っ

て
来
た
。
詳
細
は
目
下
問
い
合
わ
せ
中
な
の
で
い
ず
れ
ま

た
ご
報
告
出
来
る
と
思
う
。

な
お
、
当
時
私
は
同
じ
米
国
隊
の
キ
ャ
ン
プ

に
滞
在

し
、
登
頂
を
無
線
電
話
で
祝
福
し
、
後
日
に
彼
等
か
ら
登

頂
の
様
子
を
聞
い
た
の
で
あ
る
。
キ
ャ
ン
プ
の
最
終
日
に

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
山
脈
の
東
―
西
と
回
遊
し
、
ヴ
ィ
ン
ソ

ン
マ
ッ
シ
フ
を
近
く
に
眺
め
る
こ
と
が
出
来
た
。
大
き
な

氷
河
の
東
面

（写
真
）
と
急
な
斜
面
の
西
面

（登
頂
ル
ー

ト
）
と
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
あ
る
ど
っ
し
り
と
し
た
山
で

あ
る
。
米
国
隊
の
調
査
キ
ャ
ン
プ
に
つ
い
て
は
別
に
詳
し

く
報
告
し
た

（雑
誌

「極
地
」
三
十
二
、
三
十

三
号
な

ど
）
の
で
、
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
参
照
し
て
下
さ
い
。

ディター氷河上空から見たヴィンソンマッシフ東面,頂上は雲

に隠れ気味である。登頂ルートは西面で写真の裏側になる。

に
似
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
こ
の
時
代

の
刊
本
中
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
と
し
て
評

価
さ
れ
、
明
治
以
降
多
く
の
覆
刻
本
を

見
る
に
い
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の

「
日
本
名
山
図
会
」

に
は
、
①
前
身
と
も
い
う
べ
き

「名
山

図
譜
」
な
る
本
が
あ
る
こ
と
。
②
刊
記

が
明
確
で
な
く
、
出
版
年
が
不
明
で
あ

る
こ
と
。
及
び
、
③
序
文
を
異
に
す
る

い
く
つ
か
の
異
本
が
あ
る
こ
と
等
、
書

痴
を
し
て
興
味
を
そ
そ
る
よ
う
な
事
情

が
存
在
し
、
研
究
し
て
い
る
向
き
も
多

い
よ
う
で
あ
る
が
、
本
日
こ
こ
に
展
示

す
る

一
本
は
、
版
元
が
松
柏
堂
か
ら
千

鐘
房
に
移
り
、
名
も

「日
本
名

山
図

会
」
と
改
め
て
江
戸
日
本
橋
の
須
原
屋

か
ら
初
め
て
市
販
さ
れ
た
、
い
わ
ば
普

及
本
の
初
期
の
も
の
に
該
当

す

る
本

で
、
巻
間
見
掛
け
る
こ
と
の
非
常
に
少

な
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
本
は
、
①
柴
　
邦
彦
の
ほ
か
二

名
の
序
文
が
巻
頭
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
。
②
本
の
サ
イ
ズ
が
後
刷
の
も
の

よ
り
や
や
大
き
い
こ
と
。
及
び
、
③
紙

質
が
後
刷
の
も
の
よ
り
上
質
で
、
か
つ

印
刷
が
鮮
明
で
あ
る
こ
と
等
、
今
日
わ

れ
わ
れ
が
し
ば
し
ば
日
に
す
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
、
あ
る
い
は
洋
装
本
と
は
異
っ
た

特
徴
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
後
、
同
じ

文
化
九
年
の
刊
記
本
で
も
、
柴
　
邦
彦

以
外
の
序
文
は
廃
止
さ
れ
、
各
所
で
販

売
さ
れ
る
に
及
ん
で
文
化
九
年
の
刊
記

も
、
遂
に
姿
を
消
す
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。
な
お
、
展
示
の
本
は
入
本

（
セ

ッ
ト
で
な
く
バ
ラ
で
集
め
た
本
）
な
の

で
、
第
二
巻
の
み
表
紙
を
異

に
す

る

が
、
用
紙
は
同
質
の
も
の
で
あ
る
。

神
原
忠
夫

(3)
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追

十
、
大
唐
西
域
記

十
二
巻
本

（
一
冊
二
巻
、
合
本
六
分
冊
）

承
応
二
年

（
一
六
五
三
年
）

中
野
五
郎
左
衛
門
刊

大
唐
三
蔵
玄
井
法
師
の

「大
唐
西
域

記
」
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
説
明
不
要

な
古
典
で
す
が
、
展
示
会
に
持
参
致
し

ま
し
た
の
は
、
三
〇
〇
年
余
り
前
に
刊

行
さ
れ
た
版
木
本
と
い
う
と
こ
ろ
に
興

味
が
あ
る
か
と
思

っ
た
か
ら
で
す
。

遣
唐
使
船

（最
終
第
十
五
回
西
紀
八

九
四
年
）
の
留
学
僧
や
鑑
真
（西
紀
七
五

三
年
＝
天
平
勝
宝
五
年
）
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
て
以
降
、
写
本
で
流
布
し
て

い
た
の
を
、
寛
永
二
〇
年
（
一
六
四
五
）

と
承
応
二
年

（
一
六
五
三
）
に
版
木
本

が
つ
く
ら
れ
、
各
地
の
寺
な
ど
に
普
及

す
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
東
洋

史
専
門
家
、
山
岳
探
検
史
家
の
方
々
に

よ
っ
て
、
中
央
ア
ジ
ア
の
史
実

・
諸
探

検
が
深
く
研
究
し
尽
く
さ
れ
て
い
る
シ

ル
ク
ロ
ー
ド

・
ブ
ー
ム
の
昨
今
、
当
書

の
説
明
な
ど
は
蛇
足
で
す
が
、
大
雑
把

に
述
べ
て
み
ま
す
。
仏
教
原
典
を
求
め

て
天
竺

へ
、
玄
井
法
師
は
西
紀
六
二
九

年
秘
か
に
長
安
城
を
い
で
た
ち
、
六
四

五
年
帰
還
す
る
ま
で
の
大
旅
行
記
で
、

見
聞
し
た

（伝
聞
も
含
め
て
）
胡
人
の

国
々
の
風
俗
産
物
、気
候
、大
自
然
な
ど

が
詳
し
く
纏
め
ら
れ
て
い
る
信
頼
で
き

る
古
代
の
地
理
書
と
も
評
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
往
路
に
は
天
山
、
大
雪
山
、
帰

国
時
も
葱
嶺

（巴
密
爾
山
）
な
ど
の
大

山
脈
を
辿
り
、
登
山

・
探
検
の
点
か
ら

も
パ
イ
オ
ニ
ア
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
西

へ
向
か
っ
て
大
砂
漠
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
の

北
辺
を
過
ぎ
て
大
清
池
、
シ
ル
ダ
リ
ア
、

ア
ム
ダ
リ
ア
の
源
流
地
を
横
ぎ
り
、
サ

マ
ル
カ
ン
ド
で
南
下
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ

ル
リ
バ
ー
ミ
ア
ン
大
仏
を
訪
れ
、
大
雪

山
中
を
迷
い
な
が
ら
イ
ン
ド
に
入
り
、

仏
教
擁
護
の
王
や
高
僧
に
会
い
問
答
を

重
ね
、
釈
迦
の
遺
蹟
を
尋
ね
、
数
々
の

仏
典
を
携
え
て
帰
途
に
つ
い
た
。
ア
フ

ガ
ン
の
活
国
か
ら
東

へ
、
ワ
ハ
ン
、
パ

ミ
ー
ル
山
谷
を
経
て
タ

シ
ュ
ク

ル
ガ

ン
、
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
の
南
か
ら
ロ
プ
ノ

ー
ル
、
敦
連
の
コ
ー
ス
で
長
安

へ
戻
っ

て
き
た
。

か
っ
て
白
瀬
老
中
尉
は
幼
少
時
に
、

生
家
浄
蓮
寺
に
あ
っ
た
西
域
記
を
読
破

し
て
、
未
知

へ
の
憧
れ
を
培

っ
た
と
翁

の
直
話
を
聴
い
た
こ
と
が
あ
る
。
解
説

書
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
難
解
な
漢
籍
を

読
む
な
ど
は
勿
論
、
判
読
も
筆
者
に
は

困
難
で
あ
る
が
、
明
治
以
降
優
れ
た
文

献
が
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
現
在
、

素
人
に
も
理
解
し
読
み
こ
な
す
こ
と
が

で
き
る
の
は
幸
い
で
す
。

承
応
版
の
当
書
は
、
表
紙
に
渋
が
塗

っ
て
あ
っ
た
の
で
、
保
存
状
態
は
か
な

り
良
い
よ
う
で
す
。
こ
こ
に
は
持
参
し

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
二
人
の
弟
子
に
よ

る
伝
記
と
旅
行
記
を
兼
ね
た

「大
慈
恩

寺
三
蔵
法
師
伝
」
十
巻

（和
本
綴
三
冊

本
）
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
方
は
紙
魚
に

ひ
ど
く
食
い
荒
ら
さ
れ
て
い
て
、
本
文

は
穴
だ
ら
け
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
探

検
史
的
な
観
望
を
試
み
る
と
き
、
西
域

才
。
愛
す
る
山
と
花
を
明
る
く
さ

相
わ
や
か
な
筆
で
表
現
し
た
画
と
、

て．叛

ュ
ー
モ
ア
と
反
骨
精
神
に
満
ち
た

・―こ勅
あ
た
た
か
い
人
柄
で
多
く
の
人
々

キ̈
義
に
親
し
ま
れ
敬
愛‐
さ
れ
た
坂
本
さ

口
写

ん
の
頑
健
な
身
体
も
、
す
い
臓
ガ

ル
　
ン
に
は
勝
て
な
か
った
。

・】
　
　
北
大
農
学
部
実
科
を
卒
業

（昭

ナ
　

和
三
年
）
後
、
十
勝
原
野
に
入
植

肋
　

し
、
苦
難
の
開
墾
生
活
三
〇
年
の

卸
　
後
、
や
せ
た
地
味
、
寒
冷
、
害
虫

７３
　

な
ど
に
押
し
や
ら
れ
、
自
然
と
の

１９
　

闘
い
に
は
敗
退
し
て
離
農
し
た
。

し
か
し
こ
の
間
に
五
男
二
女
を
育

て
、
更
に
明
け
暮
れ
親
し
ん
だ
日
高
山

脈
の
四
季
折
々
の
姿
と
、
野
の
花
は
美

し
い
絵
と
な
り
、
画
文
集
と
な
っ
て
見

事
に
開
花
し
た
。
そ
の
後
ヒ
マ
ラ
ヤ
や

カ
ナ
ダ
も
訪
れ
て
そ
の
山
の
姿
を
残
さ

れ
た
が
、
や
は
り
完
全
に
自
分
の
も
の

に
さ
れ
た
北
海
道
の
山
を
画
い
た
も

の
に
す
ぐ
れ
た
作
品
が
多
い
。

終
戦
後
し
ば
ら
く
は
、
農
民
運
動

の
闘
士
と
し
て
官
権
の
理
不
尽
と
闘

い
、
離
農
し
て
か
ら
は
自
然
保
護
に

も
努
力
さ
れ
、
大
雪
山
縦
断
道
路
や

日
高
山
脈
横
断
道
路
の
建
設
反
対
運

動
に
そ
の
反
骨
精
神
を
発
揮
さ
れ
た

坂
本
さ
ん
の
剛
毅
果
断
、
常
に
前

向
き
で
あ
っ
た
生
涯
は
、
さ
す
が
土

佐
の
坂
本
竜
馬
の
血
を
引

く

人

で

あ
っ
た
と
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

筆
者
に
と
り
、
学
生
時
代
は
じ
め

て
お
会
い
し
て
か
ら
五
〇
年
近
く
に

な
る
厚
い
交
わ
り
は
、
何
も
の
に
も

換
え
難
い
貴
い
も
の
で
あ
っ
た
。
あ

の
日
本
人
ば
な
れ
し
た
立
派
な
風
貌

と
大
き
な
目
玉
に
再
び
接
し
得
な
い

淋
し
さ
と
悲
し
さ
は
筆
紙
に
つ
く
し

が
た
い
。

一
九
〇
〇
年
に
三
版
と
し

て
改

訂

さ

れ
、
こ
れ
は
そ
の
再
版
で
あ
る
。

執
筆
者
は
当
時
の
英
国
山
岳
会
の
鉾

々
た
る
連
中
で
、
そ
の
中
に
、
コ
ン
ウ

ェ
イ
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ィ
ー
ル
ド
、
マ

シ
ュ
ウ
な
ど
の
名
も
見
え
、
編
者
の
デ

ン
ト
の
章
も
多
い
。

内
容
は
、
い
わ
ば
登
山
の
手
引
書
だ

が
、
ど
の
章
に
も
、
今
日
で
も
通
用
す

る
ピ
リ
ッ
と
し
た
言
葉
が
散
り
ば
め
ら

れ
て
あ
る
。
五
百
沢
流
と
は
い
か
な
い

が
、
ス
ケ
ッ
チ
の
仕
方
や
ガ
イ
ド
無
し

登
山
の
項
も
見
ら
れ
る
。

中
で
面
白
い
の
は
、そ
の
カ
ッ
ト
で
、

坂
本
直
行
氏
逝
去林

　
和
夫

会
員
坂
本
直
行
さ
ん
が
、
去
る
五

月
二
日
逝
去
さ
れ
た
。
享
年

七
五

記
と
慈
恩
伝
の
双
方
を
併

せ
み
ま
す

と
、
ア
ジ
ア
内
陸
の
大
自
然
に
も
ひ
る

ま
な
か
っ
た
魅
力
あ
る
人
間
像
、
玄
井

法
師
の
巡
旅
の
英
姿
が
彿
彿
と
し
て
く

る
よ
う
に
お
も
え
ま
す
。

木
村
義
昌

革
‥
一
、　
フ
ハ
〇
暉
口
一”
い●
①①【いい
∞

（厠
”
鮎
ヨ
Ｆ
一〇
”
ｒ
【げ
【鶴
Ч
∽
のＬ
の∽）

げ
Ч
Ｏ
ｏ↓
・
∪
①
い
け
”
●
鮎

〇
け，
①
Ｈ
ノミ
Ｈ
〓
①
『∽

Ｆ
Ｏ
●
鮎
〇
”
）
Ｆ
・Ｏ
●
”
【“
”●
∽）
Ｈ
Ｏ
Ｐト

昭
和
の
初
め
頃
、
登
山
の
指
導
書
と

言
え
ば
、
ヤ
ン
グ
の
マ
ウ
ン
テ
ン

・
ク

(4)

ラ
フ
ト
か
、
ス
イ
ス
山
岳
会
ウ
ト
支
部

の
ラ
ー
ド
ゲ
ー
バ
ー

・
フ
ュ
ー
ア
・
ベ

ア
ク
シ
ュ
タ
イ
ガ
ー
が
主
だ
っ
た
。
私

た
ち
学
生
は
、
こ
れ
ら
を
む
さ
ば
り
読

み
―

お
蔭
で
洋
書
を
経
く
の
が
憶
劫

で
な
く
な
っ
た
―
―
ザ
イ
ル
の
結
び
方

や
氷
雪
技
術
を
覚
え
た
も

の
で
あ
っ

た
。そ

れ
ら
に
比
べ
る
と
、
こ
の
デ
ン
ト

の
本
は
、
よ
り

一
昔
前
の
も
の
で
、
技

術
的
に
は
少
し
ば
か
り
古

め

か
し

い

が
、
私
の
好
き
な
本
の
一
つ
で
あ
る
。

英
国
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ス
ポ
ー
ツ

叢
書
の
一
つ
で
、初
版
は

一
八
九
二
年
、
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ど
れ
も
が
そ
れ
ぞ
れ
の
章
に
ふ
さ
わ
し

く
、
ュ
ー
モ
ア
に
溢
れ
、
そ
れ
だ
け
見

て
も
愉
し
く
、
ほ
ほ
え
ま
さ
れ
る
。
主

と
し
て
ウ
ィ
リ
ン
ク
画
く

と

こ
ろ
だ

が
、
日
次
四
頁
に
亘
っ
て
九
十

一
の
タ

イ
ト
ル
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

中
・で
は
、
Ｃ
Ｚ
∽
弓
＞
”
ｒ
国
”
Ｏ
Ｃ
Ｈｒ
Ｈ‐

”
四
Ｃ
〓

や

↓
口
”
＞
ｘ
”
『
日
Ｚ
∪
が

面
白
い
。
写
真
は

一
葉
も
な
く
、
図
版

十
二
葉

も

な

か
な

か
だ
。
∽
男

く
問

目
Ｈ〓

召
の
国
弓
は
お
か
し
く
、
”
国
Ｚ
Ｈ‥

〇
口
弓
”
∪

で
は
肩
を
す
ば

め
、
国
四
‐

↓
あ

口

目
Ｆ

ｒ

ョ

、同
＞
日
国
国
刀

で

は

心

が
な
ご
む
。

こ
の
本
が
日
本
で
有
名
に
な
っ
た
の

は
、
大
島
さ
ん
の
有
名
な

「涸
沢
の
岩

小
舎
…
…
」
（登
高
行

ｏ
第

五
年

二

九
二
四
年
）
の
一
文
か
ら
で
、
一
と
き
、

ビ
ッ
ケ
ル
小
脇
に
、
親
爺
の
お
古
の
背

広
や
チ
ョ
ッ
キ
を

一
着
に
及
ん
だ
格
好

が

「バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ス
タ
イ
ル
」
と

し
て
、
流
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
本
は
、
当
時
、
恐
ら
く
、
丸
善

あ
た
り
か
ら
、
か
な
り
入
っ
て
い
た
だ

ろ
う
が
―
―
裏
表
紙
に
鉛
筆
書
き
で
、

五

・
一
〇
と
あ

る
―

私

に
と
っ
て

「
こ
の
一
本
」
な
の
は
、
畏
友
、
故
三

木
準
さ
ん
か
ら
の
頂
戴
も

の
だ

か
ら

で
、
大
切
に
し
て
い
る
。

彼
は
、
北
大
出
の
林
学
士
で
、
山
好

き
か
ら
林
学
を
学
び
、
森
林
立
地
か
ら

岩
石
の
知
識
の
必
要
を
悟
り
、
東
北
大

学
の
岩
石
の
教
室
に
入
ら
れ
た
。　
一
九

二
五
年
、
私
の
三
高
生
の
と
き
に
、
春

の
飯
豊
山
に
お
誘
い
し

（五
月
の
飯
豊

山

・
山
岳
。第
二
十
五
年
ｏ昭
和
五
年
）
、

ご

一
緒
し
た
が
、
そ
の
記
念
に
と
、　
一

九
二
七
年
、
私
が
大
学
に
入
っ
た
時
に

下
さ
っ
た
も
の
だ
。

三
木
さ
ん
は
、
そ
の
年
の
夏
、
蔵
王

山
調
査
を
終
え
て
の
帰
途
、
久
喜
で
列

車
か
ら
落
ち
て
逝
く
な
ら
れ
た
。
社
の

都
に
佳
人
を
遺
さ
れ
て
。
　

合
掌

佐
々
保
雄

十
二
、
弓
Ｆ
①
＞
∽８
聾

ｏ
』

りくｎＯ
Ｃ
Ｄ
一
∽
一・
同
目
”
∽

［＞
ご
∽Ｆ
”］

げ
Ч
】田
』
″
・甲出
・　
”
Ｌ
●
Ｏ
①
　
ｒ
Ｃ
【∞
”

ゝ
ｒ
Ｓ
わ
鮎
①
Ｏ
　
鮎
【　
∽
・”
く
〇
””

門
）Ｃ
Ｆ
①
　
Ｏ
ｈ
、「
Ｆ
①
　
ｋＯｒげ
『口
Ｎ
Ｎ
”

］円
鮎
】朴一〇
●
　
鮎
①
【Ｃ
Ｘ
①
ｏ　
Ｎ
Ｏ
×
Ｎ
Ｏ

¨
り
０
・　
Ｘ
〓
】
ヽ
卜
〇
。

Ｆ
ｏ
●
鮎
〇
●
）
の
一〇
●
∽絆”ぴ
】①
ν　
ＨＯ
Ｏ
Ｏ

イ
タ
リ
ア
の
ア
ブ
ル
ッ
ツ
ィ
公
に
よ

る

一
八
九
七
年
の
セ
ン
ト

・
エ
ラ
イ
ア

ス
登
頂
記
の
英
語
版
。
同
公
の
後
年
の

遠
征
記
と
同
様
に
、
執
筆
は
フ
ィ
リ
ッ

ポ

ｏ
デ

ｏ
フ
ィ
リ
ッ
ピ
が
担
当
、
写
真

撮
影
は
当
時
の
名
手
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ

●

セ
ッ
ラ
に
よ
る
も
の
で
、
こ
の
特
刷
本

で
は
、
網
版
の
写
真
を
い
ち
い
ち
貼
り

こ
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
変

っ
て
い
る
。

サ
ヴ
ォ
イ
ア

・
ア
オ
ス
タ
家
の
出
で

あ
る
ア
ブ
ル
ッ
ツ
ィ
公
は
十
七
歳
で
海

軍
に
入
り
、
十
八
ヵ
月
の
遠
洋
航
海
の

あ
と
、
ア
ル
プ

ス
で
本
格
的
に
山
登
り

を
覚
え
、
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
の
ツ
ム
ッ

ト
稜
を
初
登
し
た
Ａ

ｏ
Ｆ

・
マ
マ
リ
ー

と
と
も
に
、
そ
の
第
二
登
を
や
り
遂
げ

て
い
る
。

一
八
九
五
年
に
世
界
周
航
の
途
次
イ

ン
ド
に
寄
港
し
、
ダ
ー
ジ
リ
ン
を
訪
れ

て
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ

ュ
ン
ガ
山
群
の
大
観

に
接
し
て
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
を
考
え
は

じ
め
た
。
あ
た
か
も
航
海
中
に
、
マ
マ

リ
ー
が
ナ
ン
ガ

・
パ
ル
バ
ッ
ト
で
行
方

不
明
と
な
っ
た
こ
と
を
知
り
、
こ
の
山

を
遠
征
目
標
に
選
ん
だ
ほ
ど
で
あ
る
。

た
ま
た
ま
、
イ
ン
ド
西
部
に
は
伝
染
病

が
ひ
ろ
ま
り
、
そ
の
他
の
悪
条
件
も
重

な
っ
て
、
こ
の
遠
征
は
見
送
ら
れ
、
そ

の
か
わ
り
に
選
ば
れ
た
の
が
、
ア
ラ
ス

カ
の
処
女
峰
セ
ン
ト

・
エ
ラ
イ
ア
ス
だ

っ
た
。

一
八
九
七
年
の
初
遠
征
で
初
登
頂
を

み
ず
か
ら
行
な
っ
た
ア
ブ
ル
ッ
ツ
イ
公

は
、　
一
九
〇
六
年
に
ル
ウ
ェ
ン
ゾ
リ
遠

征
、
さ
ら
に

一
九
〇
九
年
に
は
Ｋ
２
を

目
指
す
カ
ラ
コ
ラ
ム
遠
征
を
実
現
さ
せ

た
の
で
あ
っ
た
。
周
知
の
通
り
、
Ｋ
２

に
ア
ブ
ル
ッ
ツ
ィ
稜
、
サ
ヴ
ォ
イ
ア
氷

河
な
ど
の
名
が
残
さ
れ
て
い
る
し
、
こ

れ
ら
の
遠
征
の
報
告
書
も
ま
た
、
古
典

的
な
名
著
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

セ
ン
ト

・
エ
ラ
イ
ア
ス
登
頂
記
は
、

そ
れ
ら

一
連
の
大
遠
征
の
ス
タ
ー
ト
を

記
録
し
た
も
の
と
し
て
意
義
が
あ
る
と

思
う
。　
一
九
三
五
年
の
Ｊ
Ａ
Ｃ
創
立
三

十
周
年
記
念

「山
岳
図
書
展
覧
会
」
に

出
陳
し
た
の
も
こ
の
版
本
な
の
で
、
二

度
の
お
役
に
立
つ
と
い
う
わ
け
で
あ
る

島
田
　
巽

東

・
西

〓
南
　
北

　

　

‐Ｈ

ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
遊
記

富
田
　
健

一

知

”り

当
委
員
会
恒
例
の
探
索
山
行
は
比

良
山
系
の
断
層
地
形
を
テ
ー
マ
に
、

来
る
十
月
十
六
日

（土
）
お
よ
び
十

七
日

（日
）
の
二
日
間
比
良

ロ
ッ
ジ

付
近
で
行
う
予
定
で
す
。

そ
の
た
め
の
勉
強
会
を
左
記
に
よ

り
開
き
ま
す
の
で
奮

っ
て
お
出
か
け

下
さ
い
。

・
第
十
四
回
講
演
会

日
時
　
昭
和
五
十
七
年
七
月
十
六
日

（金
）
十
八
時
三
十
分
―
二

十
時

場
所
　
当
会
ル
ー
ム

題
目
　
日
本
の
山
地
と
断
層

講
師
　
筑
波
大
　
小
野
有
五
氏

当
日
比
良
探
索
山
行
の
説
明
と
申

し
込
み
受
付
け
も
行
う
予
定
で
す
。

科
学
研
究
委
員
会

”り

せせ

会
報
編
集
の
参
考
に
第

一
号
か
ら

現
在
ま
で
の

「会
報
」
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
を
揃
え
、
会
報
編
集
専
用
と
し

て
使
用
し
て
お
り
ま
す
が
、
次
の
も

の
が
欠
番
と
な
っ
て
お

り
ま
す

の

で
、
ど
な
た
か
頒
け
て
頂
け
る
よ
う

で
し
た
ら
、
お
譲
り
下
さ
い
。

２０１
２０２
躙
２０４
２０５
躙
２１１
２１２
２１４
２４２
２４４
２４５
２６６
２６８

２６９
２７０
２７１
２７６
２８３
２８５
２８９
２９２
の
二
十
二
部

及
び
２５１
１
３００
の
総
目
録
で
す
。

値
段
は
お
話
合
い
の
上
で
決
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

（会
報
編
集
担
当
・
岡
沢
）

ね

が

比
良
探
索
山
行
と
講
演
会

一

口

一

一

矢

一

奮

っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

一
、
日
本
の
山
岳
風
景

二
、
キ
ャ
ビ
ネ
版

三
、
モ
ノ
ク
ロ

四
、
し
め
き
り
　
七
月
末
日海

外
委
員
会

貴
男

（女
）
の
撮

っ
た
写
真
が
世

界
各
国
の
山
の
友
に
送
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
今
年
度
は
全
国

の
会
員
の
み
な
さ
ん
に
も
頒
布
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｃ
の
賀
状

（年
末
年
始
）
用

写
真
を
募
集
し
ま
す

「
山
」
バ
ツ
ク

ナ
ン
バ
ー
を
譲

っ
て下

さ
い

(5)

|~|

1上_|



(第二種郵便物認可)山  444-1982o6o20

南
半
球
の
ス
イ
ス
と
い
わ
れ
る
ニ
ュ

ー
ジ
ラ
ン
ド
は
、
か
ね
て
か
ら

一
度
訪

ね
て
み
た
い
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
だ

が
、
思
い
が
け
な
く
早
く
実
現
す
る
こ

と
に
な
り
、
こ
の
一
月
下
旬
十
日
間
の

日
程
で
出
か
け
て
来
た
。
そ
れ
は
長
く

シ
ド

ニ
ー
大
学
教
授
の
職
に
あ
る
、
故

松
井
久
之
助
会
員
の
お
嬢
さ
ん
が
昨
年

長
期
休
暇
で
甲
子
園
の
実
家
に
帰
ら
れ

た
時
に
色
々
お
話
を
伺
う
機
会
が
あ
っ

た
た
め
で
あ
る
。

今
回
は
シ
ド

ニ
ー
に

一
泊
し
、
あ
と

す
べ
て
を
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
で
す
ご
す

こ
と
に
し
た
。
南
島
、
北
島
を
通
じ
旅

の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
何
と
い
っ
て
も
マ
ウ

ン
ト
ク
ッ
ク
を
中
心
と
す
る
南
ア
ル
プ

ス
の
素
晴
ら
し
い
大
景
観
に
近
々
と
接

し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
山
系
は
直
線
に
し
て
約
二
六
〇

キ
ロも
あ
る
。
マ
ウ
ン
ト
ク
ッ
ク
を
中
心

と
す
る
マ
ウ
ン
ト
ク
ッ
ク
お
よ
び
ウ
ェ

ス
ト
ラ
ン
ド
の
二
国
立
公
園
の
中
に
は

タ
ス
マ
ン
、
フ
ラ
ン
ツ
。
ヨ
セ
フ
、
フ

オ
ッ
ク
ス
の
三
氷
河
が
流
れ
、
山
小
屋

も
十
四
を
数
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
山

を
楽
し
も
う
と
す
る
者
に
と
っ
て
は
重

涎
せ
ざ
る
能
わ
ず
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。

南
島
だ
け
で
七
十
七
の
湖
が
ア
ル
プ
ス

を
囲
ん
で
ち
り
ば
め
ら
れ
て
お
り
、
人

も
車
も
桁
外
れ
に
少
く
、
わ
れ
わ
れ
に

と
っ
て
は
文
字
通
り
別
の
世
界
、
身
も

心
も

一
度
に
解
き
ほ
ぐ
さ
れ
た
よ
う
な

感
覚
に
な
る
。
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ

に
は
飛
行
機
の
延
着
で
半
泊
し
た
だ
け

だ
っ
た
が
、
南
島
の
中
心
ク
イ
ン
ズ
タ

ウ
ン
に
は
二
泊
三
日
す
る
こ
と
が
出
来

た
。
そ
こ
か
ら
ミ
ル
フ
オ
ー
ド
サ
ン
ド

に
フ
ィ
ヨ
ル
ド
見
物
に
出
か
け
た
が
、

そ
の
往
き
帰
り
も
ず

っ
と
左
右
に
”
く
‐

”
同
山
脈
や

〇
＞
”
≦
”
山
脈
の
男
性

的
な
山
容
、
加
う
る
に
牧
場
の
羊
群
と

見
飽
き
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
マ
ウ
ン
ト
ク
ッ
ク
山
を
取

り
か
こ
む
山
小
屋
の
数
々
を
訪
ね
歩
く

年
令
相
応
の
山
旅
に
も
楽
し
み
を
残
し

な
が
ら
島
を
離
れ
た
。

北
島
で
は
マ
オ
リ
芸
術
も
楽
し
む
こ

と
が
出
来
た
。
そ
し
て
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

の
美
し
い
夜
杢
に
端
正
な
南
十
字
星
を

眺
め
得
た
こ
と
も
印
象
深
く
、
マ
ウ
ン

ト
ク
ッ
ク
の
姿
と
共
に
自
分

へ
の
嬉
し

い
土
産
と
な
っ
た
。

日
本
山
岳
会

昭

和

５６

年

度

事

業

報

告

（
五
六
、
四
、　
一

五
七
、
三
、
〓
〓

）

一
、
登
山
の
指
導
と
奨
励
に
必
要
な
集
会
、

講
習
会
及
び
展
覧
会
の
開
催

０
　
集
　
　
会

五
月

一
二
日
　
Ｉ

・
Ｍ

・
Ｆ

・
パ
タ
ッ

ク
氏
歓
迎
会
　
　
　
　
　
（本
会
）

五
月

一
四
日
　
支
部
長
会
議

（
″
）

二
月
二
五
日
　
青
年
懇
談
会
山
中
湖
会

議
　
　
　
　
　
　
　
　
（山
中
湖
）

六
月

七

日
　
第
二
五
回
ウ
エ
ス
ト
ン

祭
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
高
地
）

六
月

〓
二
・
一
四
日
　
第
四
〇
七
回
小

集
会
山
菜
山
行
　
　
　
（鳥
屋
山
）

六
月

一
九
日
　
青
年
懇
談
会

一
〇
周
年

記
念
総
会
　
　
　
　
　
　
（本
会
）

七
月

一
〇
―

一
二
日
　
青
年
猥
裳
訳
会
三

ツ
峠
岩
登
リ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（三
ツ
峠
）

七
月
二
二
ロ
　
ネ
パ
ー
ル
　
シ
ャ
ル
マ

氏
歓
迎
会
　
　
　
　
（私
学
会
館
）

七
月
二
八
日
　
第
四

一
〇
回
小
集
会
ボ

ゴ
ダ
登
山
隊
壮
行
会
　
　
（本
会
）

八
月

九

日
　
印
度
サ
リ
ー
ン
氏
歓
迎

会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
″
）

九
月

四

日
　
英
国
コ
ー
ル
ス
氏
談
話

会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
″
）

九
月
二
〇
日
　
ブ
リ
グ
パ
ン
ト
登
山
隊

ト
ー
マ
ス
・
ル
ゴ
ー
君
追
悼
会（

″
）

九
月
二
五
日
　
青
年
懇
裳
藤
会
主
催
バ
ル

ン
ツ
ェ
遠
征
隊
報
告
　
　
（
〃
）

九
月
二
九
日
　
第
四

一
一
回
小
集
会
自

然
探
訪
勉
強
会
　
　
　
　
（
″
）

一
〇
月
三
・
四
日
　
第
四

一
二
回
小
集
会

自
然
探
訪
　
　
　
　
（御
前
ガ
遊
）

一
〇
月

一
八
日
　
婦
人
懇
談
会
山
行（秩

父
）

一
〇
月
二
四
日
　
第
三
六
回
山
岳
図
書
交

換
会
　
　
　
　
　
　
　
　
（本
会
）

一
一
月

一
―
三
日
　
第
四

一
四
小
集
会
ス

ケ
ッ
チ
山
行

講
師
‥
清
野
　
恒

（小
川
山
周
辺
）

一
一
月

一
一
日
　
第

一
回
会
員
懇
談
会

講
師
‥
長
谷
川
恒
男

（本
会
）

一
一
月

一
七
日
　
第
四

一
五
回
小
集
会
ス

ケ
ッ
チ
山
行
批
評
会
　
　
（
″
）

一
一
月
二
一
―
二
三
日
　
第
四

一
六
回
秋

山
山
行
　
　
　
　
　
　
（雨
飾
山
）

一
一
月
二
六
日
　
日
本
山
岳
会
委
員
長
会

議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（本
会
）

一
一
月
二
八
・
二
九
日
　
青
年
懇
談
会
丹

沢
研
究
会
　
　
　
　
　
　
（丹
沢
）

一
一
月

八

日
　
学
生
部
マ
ラ
ソ
ン
大
会

（皇
居
周
辺
）

一
二
月

三

日
　
フ
ラ
ン
ス
山
岳
会
近
況

を
聞
く
会講

師
‥
近
藤
　
等

（本
会
）

一
二
月

五

日
　
年
次
晩
餐
会

（京
エ
ブ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
）

一
二
月

五

日
　
支
部
長
会
議

（本
会
）

一
二
月

一
三
日
　
婦
人
懇
談
会
忘
年
山
行

（高
柄
山
）

一
二
月

一
五
日
　
第
二
回
会
員
懇
談
会

講
師
‥
大
谷
映
芳

（本
会
）

一
月

一
五
―

一
七
日
　
第
四

一
八
回
小

集
会
ス
キ
ー
懇
親
会
及
会
員
懇
談
会

（八
方
尾
根
）

二
月

二

日
　
第
四
二
〇
回
小
集
会
千

葉
工
大
カ
ラ
コ
ル
ム
遠
征
隊
報
告
会

（本
会
）

二
月

四

日
　
イ
ギ
リ
ス
山
岳
会
近
況

を
聞
く
会講

師
‥
吉
沢
一
郎

（
〃
）

二
月

〓
二
・
一
四
日
　
青
年
懇
談
会
丹

沢
研
究
会
及
会
員
懇
談
会

（丹
沢
）

二
月
二
〇
日
　
山
岳
図
書
を
語
る
集
い

講
師
‥
吉
沢
一
郎

（本
会
）

三
月

一
三
日
　
第

一
〇
回
山
岳
史
懇
談

会
　
講
師
‥
今
井
友
之
助
　
折
井
健

一　
五
十
嵐
俊
治
　
　
　
（
″
）

三
月

一
五
日
　
第
五
回
会
員
懇
談
会

講
師
‥
山
崎
安
治

（
″
）

三
月
二
七
日
　
第
四
二
一
回
小
集
会
第

八
回
新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（　
″　
）

②
　
研

究

会

四
月

一
七
日
　
懇
話
会

「
フ
ィ
ル
ム
・

テ
ー
プ
類
の
保
存
と
利
用
法
」

講
師
‥
関
塚
貞
亨
他

（本
会
）

五
月
二
二
日
　
第
八
回
講
演
会

「山
の

意
外
な
顔
」

講
師
‥
式
　
正
英

（
″
）

六
月
二
三
日
　
第
九
回
講
演
会

「山
を

め
ぐ
る
宗
教
と
伝
承
」

講
師
‥
官
家
　
準

（本
会
）

七
月

五

日
　
第

一
回
日
本
登
山
医
学

研
究
会
　
　
　
　
　
（
慈
恵
医
大
）

七
月

九

日
　
中
国
天
山
研
究
会

講
師
‥
田
村
俊
介

（本
会
）

七
月

一
一
。
一
二
日
　
一
般
募
集
　
探

索
山
行
　
　
　
　
　
（出
羽
三
山
）

九
月

一
八
日
　
第

一
〇
回
講
演
会

「登

山
の
科
学
」

講
師
‥
徳
久
球
雄

（本
会
）

一
〇
月
二
三
日
　
第

一
一
回
講
演
会

「低

圧
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
実
際
と
応
用
」

講
師
‥
島
岡
　
清

（
〃
）

一
一
月

一
二
日
　
第

一
二
回
講
演
会

「高

令
者
の
安
全
登
山
に
つ
い
て
」

講
師
‥
小
林
太
刀
夫

（
″
）

一
一
月
―
二
月
　
婦
人
懇
談
会

「女
性
の

た
め
の
高
所
登
山
セ
ミ
ナ
ー
」
第
三

回
開
催
　
講
師
‥
高
本
信
子
　
田
部

井
淳
子
　
小
倉
薫
子
　
　
（
″
）

一
一
月

一
四
日
　
登
山
技
術
研
修
会

「登

山
技
術
の
原
点
を
見
直
す
」

講
師
‥
松
永
敏
郎
他

（
″
）

二
月

六

日
　
高
所
登
山
研
究
会（

″
）

三
月

一
二
日
　
第

一
三
回
講
演
会

「山

岳
に
お
け
る
危
機
」

講
師
‥
国
際
山
岳
会
会
長
ア
イ
ブ
ス

博
士
　
通
訳
‥
小
野
有
五

（
″
）

０
　
講

習

会

四
月

一
一
―

一
三
日
　
婦
人
懇
談
会
雪

上
技
術
講
習
会

（松
永
敏
郎
）

（本
会
）

一
二
月

三

日
　
学
生
部
主
催
雪
崩
講
習

会

（金
坂

一
郎
）
　
　
　
（
″
）

三
月

一
九
―
三
二
日
　
指
導
委
員
会
主

今

年

も

ま

た

上
高

地

山

研

で
逢

い
ま

ｔ

よ
う
■

(6)



山  444-198206020(第 二種便物認郵可)

種 類 預   入   先 金  額

貸付信託 三井信託銀行 本店

日本信託銀行  〃

中央信託銀行  ″

2,380,000円

420,000

5,200,000

合 計 8,000,000

財  産  目  録
昭和57年 3月 31日現在

5.什 器 備 品

6。 絵   画

日本民 族 資 料 館

事務所 (談話室)

室

事務所 (集会室)

図   書   室

事務所 (集会室)

事務所 (談話室)

図   書   室

事務所 (談話室)

上高地山岳研究所

事務所 (集会室)

7.刊行物・服飾品棚卸現在高

摘 要

刊行物 (山岳・ 山岳覆刻版等)

服飾品・ その他 (ネ クタイ・ペナン ト トレーナー等)

金  額

1,424,500円

1,103,980

合 計 2,5郎 ,40

(負債の部)

1。 長期借入金 未済残高  15,331,114円

ア 借 入 先 中央信託銀行株式会社本店

イ 利  率 年利 8.16%

ウ 担  保 事務所および図書室の建物と土地を担保として

差入れる。
工 返済年月 昭和63年 1月 まで

2。 退職給与引当金     2,000,000円
社団法人日本山岳会昭和56年度収支決算書および財産目録を監

査し,正確妥当なことを認めます。

昭和57年 4月 10日

日本山岳会

鴫 原 啓 佑

太 田  敬

(資 産 の 部)

1。 基本財産

2.現金および預貯金

3。 建物および土地

4.図   書

姜一日
　
″
　
　
″
　
　
″
　
　
″
　
　
″
　
　
″
　
　
″
　
　
″
　
　
″

社団法人

事

事

監

監

名品 取得年月 日 取得価格 所 在

大テープル (2台 セ ット),テーク材
750× 1200× 720

ソファーセット,テーク材 レザー張

冷蔵庫 ,日 立 R303T
テレビ,サ ンコー 20-C501
スクリプ トマテ ィック宛名印刷機,M36
リコピースーパー ドライ,SD-105
書庫内移動書架一式 ,コ ンパックル

応接セットー式,布張イス,テープルX
LE-30

閲覧用テープル (2台 ),木製

ライテ ィングビューロー,木製

テレビ,シ ャープCT-2601(寄贈品)

ビデオカセットンコーダー,シ ャープV
C70CЮ (寄贈品)

フィルム収納キャビネッ ト(ス テール製)

図書カー ド容器 木製 3段

書     棚 木製 2段

48.7.31

48。 7。 31

48. 7.30

48.7.30

53. 2.10

53. 2.27

53. 2.10

53。 8. 2

53。 9.28

54。 6.23

55。 6. 4

55。 12.27

56. 8。  8

56. 9。 12

56.12.22

円|
164,200

178,000

148,500

108,000

265,500

158,000

1,500,000

218,000

250,000

280,300

80,000

116,000

254,000

200,000

500,000

上高地山岳
研 究 所

事 務 所

図 書 室

事 務 所

図 書 室

談 話 室

図 書 室

談 話 室

合 計 4,420.500

種 類 預   入   先 金  額

現  金

振替貯金

普通預金

定期預金

東京地方貯金局

協 和 銀 行 市ケ谷支店

三 菱 銀 行 市ケ谷支店

三 和 銀 行 本 郷支 店

東 京 銀 行 本店

中央信託銀行 本店

三井信託銀行 新宿西日支店

日本信託銀行 本店

協 和 銀 行 市ケ谷支店

91,

372,557

1,000,781

203,730

29,958

1,604

212,979

9,641

9,144

8,000,000

ガヽ 計 9,932,190

普通預金

定期預金

協和銀行市ケ谷支店 (図書出版研究基金)

協和銀行市ケ谷支店 (   ″   )
〃    (会 員 遺 贈 基 金)

″    (終 身 会 員 積 立 金)

″    (ル ーム基金積立金)

″    (退 職給 与積 立 金 )

750,224

,572,500

0

0

0

2,000,000

川ヽ 計 8,322,724

18,254,914合 計

題    名 種類・号数 作 者 名 掲載 ,保管場所

馬

士  山

代 池 の 白

豆  半

の  木

徳本峠から穂高連峰

初 冬 の 両 神 山

鳥 (カ ッ ト原 画)

メ ー ル ド グ ラ ス

モ ン プ ラ ン

後 立 山 連 峰

カンチェンジュンガ

ユ ングフラウ(1%6年作)

涸 沢 よ り北 穂 高

槍 ケ 岳 初 夏

カンチェンジュンガ

」ヒ 穂 高 滝 谷

或 朝 の 槍 ケ 岳

北 穂 高 岳 主 峰

槍   ケ   岳

タンボ チェ の 僧 院

ンェルパ ニ の 親 子

岳

麓

樺

猿

島

峠

白

富

田

群

伊

針

油 A-50
油 A-25
油 変 型 6

墨   絵

油-10
油-10
墨   絵

油-10
墨   絵

エ ッチング

水   彩

エ ッチング

油

水彩-6
油-10
パ ス テ ル

油-25
油-25
油-52
油一 P8
水彩-4
水彩-4

村

木

村

井

木

木

田

木

井

中

茨

中

石

茨

茨

石

茨

石

里

里

村

崎

立

立

立

立

野

野

山

山

中

矢

足

足

足

足

清

清

清太郎

猪之吉

清太郎

鶴 三

猪之吉

猪之吉

吟 松

猪之吉

鶴 三

中
ン

清太郎村

ラ
卜
男

男

ツ
ワ
寿

寿

ギ

郎

二

郎

郎

郎

郎

恒

恒

太

代

一

一

一

一

清

千

源

源

源

源

A 事務所および図書室 金  額

場所 東京都千代田区四番町5番 4

構造 鉄筋コンクリート造,陸屋根,地下 1階

付 5階建

(事務所)区分所有建物 1階部分

103.32m2

宅地持分

1,124.561n2× 339/10,000

(図書室)区分所有建物 1階部分

55.22m2

宅地持分

1.124。 56m2× 339/10,000

72,720,170円

B 上高地山岳研究所

場所 長野県南安曇郡安曇村上高地国有林 114

い林小班

構部 鉄筋コンクリート造 (一造木造)

1棟 100.69m2

9,583,808円

合 計 82,303,978FI]

種 類 摘 要 冊  数

童
日
童
日

和

洋

56年度 受入冊数 113冊
″   ″  38冊

4,576 ナI
l,716月け

(7)
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(第二種郵便物認可)山  444-1982o6o20

勘 定 科 目
予 算 額 決 算 額 増   減

大 科 目 中 科 目

憂 不 財 産
運 用 収 入

入会金収入

会 費 収 入

事 業 収 入

寄付金収入

雑 収 入

別 途 会 計
運 用 収 入

別 途 会 計
販 崩 収 入

基本財産利息収入

入 会 金 収 入

会 費 収 入

次年度会費収入

終身会費収入

広 告 料 収 入

山日記印税収入

その他印税収入

刊行物売上収入

その他事業収入

山研使用料収入

寄 付 金 収 入

受 取 利 息

雑  収  入

図 書 出 版 |
研 究 基 金 収 入 |

|

図 書 出 版 |
研究基金取崩収入 |

会 員 遺 贈 基 金 |
取 崩 収 入 |

終 身 会 費 |
積立金 取 崩 収 入 |

ル ー ム 基 金 |

積立金取崩|~政 天
|

600,00ロ

600,00C

2,250,00ロ

2,250,000

22,500,00ロ

22,500,000

5,000,000

1,300,000

560,000

0

500,000

1,000,000

1,700,000

1,100,000

800,000

300,000

1 634,555
1 634,555
1 2,985,000

2,985,000

23,808,700

22,925,140

733,560

150,000

6,477,492

1,495,700

560,000

155,341

487,600

2,349,980

1,428,871

710,000

710,000

2,130,177

1,582,649

553,528

755,518

755,518

8,794,056

3,254,340

1,107,700

3,780,000

652,016

34,55【

34,55[

735,00〔

735,00(

1,308,70〔

425,14(

733,56(

150,00(

1,417,492

195,70C

C

155,341

△   12,40C

l,349,98C

△  271,12C

710,00ロ

710,00C

l,036,177

782,64g

253,52遷

755,518

755,518

8,794,05G

3,254,340

1,107,700

3,780,000

652,016

川ヽ 計 31,510,00□ 46,301,498 14,791,498

前 期 繰 越
収 支 差 額

前期繰越収支差額

:5,991,793

15,991,798

15,991

15,991

ロ

0

合 言十 17,501,793 62,293,291 14,791,498

２７

６５

９

・３

３６

５０

００

７

・０
一般会計 収入の部

一般会計 支出の部

自 昭和 56年 4月 1日
至 昭和 57年 3月 31日

(単位 :円 )

(単位 :円 )

借 入 金
返 済 支 出

旅 費 交 通 費

通 信 運 搬 費

火 災 保 険 料

福 利 厚 生 費

事務所管理費

その他管理費

雑    費

山 研 運 営 費

そ の他事業費

印  刷  費

通 信 運 搬 費

光 熱 水 料 費

借入金返済支出

昭和 56年度収支決算書

・８２

２７８

‐３０

・２３

７６０

・７８

６４９

20

費

費

費

料

費

費

費

料

費

会

料

　

　

　

品

数

営

繕

　

水

話

議

際

備

手

運

税

熱

　

　

　

器

替

部

営

諸

光

電

会

交

付

振

支

600,

250,

18,320,

7,590,

600,

510,

1,060,

1,000,

100,

1,860,

800,

600,

3,800,

400,

5,822,

5,822,

839,

497,

146

750,

143,

21,

5,263,

47,

3,239,

12,

11,371,

11,371,

,500,

事 業 費

7,

3,

1,

費

費

費

費

費

費

究
　
係
縣

版

書

研

導

関

訂

査

　

部

外

出

図

調

指

支

海

８

２４

４

４

168

905,51

905

1,500,

1,500

別途積立金 昭和
"年

3月 31日 現在 (単位 :円 )

内   訳 前期繰越 繰入収入 取崩支出 次期繰越

終身会費積立金

ルーム基金積立金

図書出版研究基金

会 員遺贈 基 金

退職給与積立金

3,630,000

652,016

8,821,546

1,107,700

2,000,000

150,000

0

755,518

0

0

3,780,000

652,016

3,254,340

1,107,700

0

C

C

6,322,72d

C

2,000,00C

合   計  116,2119262 905,518 8,794,056 8,322,724

別 途 会
繰 入 支

予 備

９

３５

　

　

３

運営管理費

当

費

費

手ｏ
具

刊

料
　
，
‐

給

文

印

予  備  費

136,412,000152,361,101115,949,101
ガヽ 計

段要羹豪|      111,089.79319,932,1901△ 1

1次
期繰越収支差鋼

11,089,79319,932,1901△ 1

,157,603

,157,60〔

合 計   147,501,793162,293,291114.791,49[

勘 定 科 目

大 科 目 中 科 目
予 算 額 決 算 額 増   減

催
　
第
二
七
回
山
岳
ス
キ
ー
技
術
講

習
会
　
（松
永
敏
郎
他
）

（本
会
）

０
　
展

覧

会

二
月
二
〇
日
　
こ
の
一
本
展

（本
会
図
書
室
）

働
　
支
部
活
動

全
国
に
あ
る
一
九
支
部
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

集
会
、
研
究
会
、
講
演
会
、
山
行

（海
外
登

山
活
動
も
含
む
）
等
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。

五
月

一
五
―

一
八
日
　
支
部
創
立
二
〇

周
年
記
念

「ネ
パ
ー
ル
展
」

（東
海
支
部
）

五
月

五

日
　
支
部
創
立
一
〇
周
年
記

念
山
行
‥
石
上
山
他

（岩
手
支
部
）

一
〇
月

一
〇
―

一
一
日
　
支
部
創
立
一
〇

周
年
記
念
山
行
‥
御
岳
山（岐

阜
支
部
）

一
一
月

一
四

・
一
五
日
　
第
二
四
回
紅
葉

会
‥
南
ア
ル
プ
ス
、
井
川
、
勘
行
峯

付
近
　
　
　
　
　
　
（静
岡
支
部
）

二
、
登
山
施
設
の
改
善
そ
の
他
登
山
の
た
め

の
適
切
な
事
業

上
高
地
山
岳
研
究
所
を
五
月
―

一
一
月
ま

で
開
所
、
山
研
委
員
会
、
集
会
委
員
会
、
青

年
懇
談
会
、
婦
人
懇
談
会
、
高
所
登
山
委
員

会
、
図
書
委
員
会
、
自
然
保
護
委
員
会
。
海

外
委
員
会
、
科
学
研
究
委
員
会
に
よ
る
研
究

会
を
開
催

三
、
山
岳
遭
難
の
予
防
と
そ
の
対
策
に
関
す

る
企
画
及
び
指
導

各
大
学
山
岳
部
に
よ
る
夏
山
診
療
所
開
設

（七
月
―
八
月
）

（槍
ケ
岳
、
五
色
沼
、
唐
松
、
三
俣
山
荘

白
馬
岳
、
合
戦
小
屋
、
立
山
、
尾
瀬
）

四
、
自
然
保
護
活
動
の
推
進

環
境
庁
と
の
連
携
を
密
に
し
国
立
公
園
に

お
け
る
山
岳
地
の
自
然
保
護
へ
の
協
力

日
高
縦
貫
道
路
の
反
対
活
動

六
月
八
・
九
日
　
日
高
横
断
道
路
計
画

現
地
視
察
　
　
　
　
　
　
（静
内
）

講
演
会

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
然
保
護
」

(8)
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昭和 57年度予算書 (案 )
一般会計 支出の部 (単位 :円 )

一般会計 収入の部

自 昭和
"年

4月 1日
至 昭和 58年 3月 31日

(単位 :円 )

勘 定 科 目
予 算 額

前 年 度

予 算 額
増減 (△ )

大 科 目 中 科 目

運営管理費

事 業 費

借 入 金
返 済 支 出

予 備 費

出  版  費

図  書  費

調 査 研 究 費

指  導  費

支 部 関 係 費

海 外諸 関係費

山 研 運 営 費

そ の他 事業費

印  刷  費

通 信 運 搬 費

光 熱 水 料 費

給 料・手 当

文  具  費

印  刷  費

旅 費 交 通 費

通 信 運 搬 費

火 災 保 険 料

営  繕  費

諸 税 会 費

光 熱 水 料 費

電  話  料

会  議  費

交  際  費

付 器 備 品 費

振 替 手 数 料

支 部 運 営 費

福 利 厚 生 費

事務所管理費

そ の他管理費

雑     費

借入金返済支出

予  備  費

10,310,00□

4,750,000

120,000

600,000

500,000

1,000,000

70,000

200,000

550,000

200,000

300,000

150,000

150,000

50,000

200,000

650,000

110,000

600,000

360,000

250,000

19,735,000

8,465,000

600,000

555,000

1,170,000

1,000,000

150,000

1,745.000

1,250,000

600,000

3,800,000

400,000

3,312,000

3,312,000

1,500,000

1,500,000

10,770,000

4,750,000

120,000

600,000

500,000

1,000,000

70,000

100,000

550,000

150,000

300,000

100,000

200,000

250,000

170,000

600,000

100,000

600,000

360,000

250,000

10,320,000

7,590,000

600,000

510,000

1,060,000

1,000,000

100,000

1,860,000

800,000

600,000

3,800,0001

400.0001

5.822.0001

5.822.0001

1,500,0001

1,500,10001

40,00〔

100,00C

C

50,00C

C

50,00C

△   50,00C

△  200,00C

30,00C

50,00C

10,00C

C

C

C

l,415,000

875,00C

0

45,000

110,000

0

50,000

△  115,000

450,000

0

0

0

Δ2,510,000

4ゝ 2,510,000

0

0

ガヽ 計 35,357,000 36,412,00□ Al,055,001

次 期 繰 越
収 支 差 額

次期繰越収支差額

7,330,19ロ

7,330,190

11,089,793

11,089,798

A3,759,603

全、3,759,60[

合 言十 42,687,190 17,501,793 △4,814,603

勘 定 科 目
予 算 額

前 年 度

予 算 額
増減 (△ )

大 科 目 中 科 目

憂 不 財 産
運 用 収 入

入会金収入

入 会 金 収 入

会 費 収

会 費 収 入

過年度会費収入

次年度会費収入

終身会費収入

事 業 収 入

広 告 料 収 入

山日記印税収入

その他印税収入

刊行物売上収入

その他事業収入

山研使用料収入

寄付金収入

雑 収 入

寄 付 金 収 入

受 取 利 息

雑  収  入

500,000

560,000

2,700,000

2,700,000

23,000,000

23,000,000

5,615,800

1,350,000

560,000

0

420,000

1,535,000

1,750,000

880,000

480,000

400,000

600,000

600,000

2,250,000

2,250,000

22,500,800

22,500,000

5,000,00ロ

1,300,000

560,000

0

500,000

1,000,000

1,700,000

1,100,000

800,000

300,000

△

△

40,00□

40,00C

450,01□

450,00C

500,000

500,00C

555,001

50,000

0

0

∠ゝ   80,000

535,000

50,000

∠ゝ  220,00□

∠ゝ  320,00C

100,00C

ガヽ 計 32,755,000 31,510,000 1,245,000

△6,059,603

△6,059,603

前 期 繰 越
収 支 差 額

前期繰越収支差額 9,932

9,932
|

190115.991.793
1 

´  ´

190115,991,793

合 言十 42,687,190 47,501,79[ △4,814,60〔

「山
岳
七
六
年
号
」
発
行

会
報

「山
」
四
三
〇
―
四
四

一
号
発
行

「山
日
記
」
昭
和
５７
年
版
編
集

七
、
目
的
を
同
じ
く
す
る
外
国
山
岳
会
等
と

の
情
報
交
換

三
〇
ケ
国
六
〇
の
団
体
と
情
報
を
交
換

日
中
合
同
登
山
推
進
の
た
め
中
国
体
協

関
係
者
と
情
報
交
換

昭

和

５７

年

度

事

業

計

画

（案
）

講
師
　
井
手
貢
夫

（本
会
）

全
国
上
高
地
集
会

一
〇
月
二
四
・
二
五
日
　
（上
高
地
）

講
演
会

「山
と
鳥
」
　

一
月
二
二
日

講
師
　
柳
沢
紀
夫

（本
会
）

懇
談
会

「
日
本
の
自
然
保
護
問
題
を
考

え
る
」

一二
月
二
五
日

講
師
　
宇
野
　
佐

（
″
）

フ
ィ
ー
ル
ド
マ
ナ
ー
ノ
ー
ト
の
作
成

五
、
海
外
登
山
の
企
画
お
よ
び
海
外
と
の
交

流日
本
山
岳
会
ボ
ゴ
ダ
峰
登
山
隊
に
よ
る

中
国
ボ
ゴ
ダ
峰
登
頂

（
八
月
―
九
月
）

日
韓
交
流
白
馬
岳
合
同
登
山

四
月
三
〇
日
―
五
月
六
日
　
（白
馬
岳
）

日
印
女
子
合
同
登
山
　
七
月
四
・
五
日

（北
ア
穂
高
）

日
韓
交
流
合
同
登
山
　
一
〇
月
九
日
―

一
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（韓
国
）

六
、
機
関
誌
な
ど
の
刊
行

一
、
登
山
の
指
導
奨
励
に
必
要
な
集
会
、
研

究
会
、
講
習
会
、
展
覧
会
等
の
開
催

０
　
集
　
会

・
小
集
会

（
報
告
会
、
講
習
会
、
シ
ン
ポ

ジ

ュ
ウ
ム
）

本
会
、
そ
の
他
　
　
　
　
　
一
一〇
回

・
ウ
エ
ス
ト
ン
祭

上
高
地
　
　
　
　
六
月
五
日
―
六
日

・
山
岳
図
書
交
換
会

本
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
月

ｏ
年
次
晩
餐
会

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
　

一
二
月
四
日

・
山
岳
図
書
を
語
る
夕

本
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
月

・
山
岳
史
懇
談
会

本
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
月

・
来
日
外
国
登
山
家
と
の
交
歓

０
　
研
　
究
　
会

・
高
所
登
山
研
究
会

（
五
回
）

本
会
、
そ
の
他

・
女
性
の
た
め
の
登
山
セ
ミ
ナ
ー
　
本
会

・
雪
崩
研
究
会

（
二
回
）
　

　

　

本
会

ｏ
海
外
登
山
研
究
会

・
冬
山
医
学
研
究
会

。
山
岳
図
書
研
究
会
　
　
　
　
　
　
本
会

い
　
展
　
覧
　
会

・
こ
の

一
本
展

（稀
親
本
）

本
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
月

０

講

演

会

(9)
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・
登
山
、
山
岳
の
科
学
研
究
に
関
す
る
講

演
会

・
海
外
登
山
家
に
よ
る
講
演
会
並
び
に
映

画
会

・
高
所
登
山
及
び
山
岳
に
関
す
る
講
演
会

二
、
登
山
施
設
の
改
善
、
そ
の
他
登
山
の
た

め
の
適
切
な
事
業

・
上
高
地
山
岳
研
究
所
開
所

四
月
―

一
一
月
初
旬

三
、
山
岳
遭
難
の
予
防
と
そ
の
対
策
に
関
す

る
企
画
お
よ
び
指
導

・
夏
山
診
療
所
開
設

（
八
カ
所
）

七
月
―
八
月

・
雪
崩
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
の
開
催

・
雪
氷
登
山
技
術
講
習
会
の
開
催

・
山
岳
ス
キ
ー
講
習
会
の
開
催

・
氷
壁
登
攀
技
術
講
習
会
の
開
催

（
八
ケ

岳
）

・
岩
登
技
術
講
習
会
の
開
催

（
三
ツ
峠
）

・
低
圧
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
実
施

・
合
宿
山
行
の
実
施

四
、
自
然
保
護
活
動
の
推
進

・
各
所
で
の
自
然
保
護
活
動
の
推
進

・
自
然
保
護
全
国
集
会

・
フ
ィ
ー
ル
ド
マ
ナ
ー
ノ
ー
ト
の
作
成

・
自
然
保
護
に
関
す
る
講
演
会

五
、
海
外
登
山
の
企
画
お
よ
び
実
施

・
中
国
天
山
山
脈（ボ

ゴ
ダ
山
群
）
の
登
山

・
ソ
連
山
岳
連
盟
と
の
交
流

ｏ
そ
の
他
交
流
登
山

六
、
機
関
紙
な
ど
の
刊
行

・
「山
岳
」
七
七
年
発
行

・
会
報

「山
」
第
四
四
二
号
―
第
四
五
三

号
、
第
四
〇

一
号
―
第
四
五
〇
号
目
録

発
行

ｏ
「山
日
記
」
昭
和
５８
年
版
編
集

・
学
生
部

「年
報
」
第
七
号
編
集
発
行

七
、
国
内
お
よ
び
国
外
山
岳
団
体
と
の
連

絡
、
情
報
交
換

ｏ
中
国
登
山
界
と
の
交
流
促
進

・
国
内
関
係
団
体

（
日
山
協
、
都
岳
連
）

と
の
密
接
な
連
絡

ｏ
海
外
登
山
団
体
と
の
機
刊
誌
お
よ
び
情

報
の
交
換

ｏ
日
ネ
協
会
の
事
業
に
対
す
る
協
力

（登

山
）

八
、
そ
の
他
、
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必

要
な
事
業

・
「山
と
登
山
の
科
学
」
に
関
す
る
文
献

の
収
集
、
整
理

（
カ
ー
ド
作
成
）

・
フ
ィ
ル
ム
、
ス
ラ
イ
ド
類
の
目
録
作
成

・
山
岳
図
書
室
の
拡
充
を
図
る

・
支
部
運
営
に
関
す
る
連
絡
会
と
研
究
会

・
そ
の
他
、
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必

要
な
事
業
を
行
う

（
５７
年
４
月
）

ル
l

ム
日
誌

１
日

（木
）

一
６
日

（火
）

一
９
日

（金
）

一
１０
日

（土
）

高
所
、
遭
難
対
策
委
員

会山
日
記
編
集
委
員
会

自
然
保
護
委
員
会

会
計
監
査

１２
日

（月
）
　

理
事
会

１４
日

（水
）

学
生
部
集
会
、
山
研
委

員
会

１５
日

（木
）
　

会
員
懇
談
会

１６
日

（金
）

評
議
員
会

２０
日

（火
）
　

婦
人
懇
談
会

２１
日

（水
）
　

山
岳
編
集
委
員
会

２３
日

（金
）

科
学
研
究
委
員
会
、
図

書
委
員
会

２７
日

（火
）
　

フ
ィ
ル
ム
委
員
会

今
月
の
来
室
者
　
４３２
名

会
員
移
動

（４
月
）

物
故

一
二
六
七
　
吉
川
　
春
寿

（５６

・
■

ｏ

…̈
…
お
知
ら
せ
…
…

…
…
…

ス
ラ
イ
ド
とお

話

日
時
　
七
月

一
日

（木
）十
八
時
三
十

分
よ
り

場
所
　
ル
ー
ム

講
師

西
丸
震
哉
氏

演
題南

極
の

未
知
の
島
々

海
外
委
員
会

・
七
月
二
十
日
よ
り

「
ス
ケ
ッ
チ
ス
ク
ー

ル
」
を
木
曽
御
岳
、

常
念
岳
、
上
高
地
な

ど
で
開
き
ま
す
。

山
里
寿
男

ｏ
八
月
十

一
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図 書 受 入 報 告

図書委員会

昭和 57年 3月 受入図書

l ToS.V.編「思い出」1982(編者寄贈)

2 ジョージ・シーハン著 新島義昭訳「シーハン博士のランニ

ング人間学」森林書房(発売/山と漢谷社)1981(版元寄贈)

3 ジョージ 0シーハン著 新島義昭訳「シーハン博士のランニ

ング実践学」森林書房(発売/山と漢谷社)1981(版元寄贈)

4 金子民雄編「山書研究 25ヘディン著作目録」日本山書の会

1981(水野勉氏寄贈)

昭和 57年 4月 受入図書

1 新井 清著「万葉の山をゆく (大和編)」 ナカニシヤ出版

1982(版元寄贈)

2 北大山の会編「バルンツエ厳冬期登頂報告 1980/81」 1982

(編者寄贈)

3 日本ヒンズー・クシュ,カ ラコルム研究会編「日本ヒンズー

・クシュ,カ ラコル研究会報告書」1982(平岡誠一郎氏寄贈)

4 慶応義塾大学工学部山岳部編「嘴雲第 4号」1982(編者寄贈)

5 D。 マーフィー著 中川弘訳「神秘な国ネパール 女ひとり

の冒険日記」社会思想社 1982(版元寄贈)

6 日本山岳写真協会編「ら・もんたあにゅ すばらしき山々」

出版科学総合研究所 1982(版元寄贈)

7 五来重編「山岳宗教史研究叢書 15修験道の美術 0芸能・文

学 (Ⅱ )」 名著出版 1981(購入)

8 五来重編「山岳宗教史研究叢書 16修験道の伝承文化」名著

出版 1981(購入)

9 ろうとる山岳会編「逢かなるアンナプルナ」1982(安藤忠夫

氏寄贈)

10 神戸日本ブータン友好協会編「会員名簿1981」 1982(編者寄

贈)

11 中京山岳会編「会報第 97号特集・創立 50周年記念事業報

告」1982(編者寄贈)

12折元秀穂「径ひとつ」福岡まいづる山岳 会 1982(版 元寄

贈)

13 北海道大学山岳部編「1979年 知床遭難報告」 1982(編者

寄贈)

14 同人ユングフラウ編「登山計画書 ネパール 0日本女子チャ

ラン合同登山隊 1982～ 1983」 1982(編者寄贈)

15 法政大学ラムジュン・ ヒマール登山隊編「ラムジュン・ ヒマ

ール北稜 1980年 プレ0モ ンスーン」法教大学体育会山岳部

1982(版元寄贈)

16 Ⅵralt Unsworth“ Everest"Allen Lane 1981(購 入)

17 J.R.L.Anderson ``High mountains and cold seas:a

biography Of II.w。  
′
I｀illnan'' Victor Gollancz Ltd.

1980(購入)

18 JOe Tasker“ Everest:The cruel way'' Eyre Methuen

1981(購入)

19 Ekai Kawaguchi“ Three years in Tibet''Ratna Pustak

Bhandar 1979 Reprinted(購 入)

20 Pierre Mazeaud“ Everest 1978"Ё ditions enoё l 1978(員毒

入)

21 Arlene:Blum ``Annapurna:a woコ nan's place" Sierra

Club B00ks 1980(購 入)

(以下次号)

(10)




	444号_Part1
	444号_Part2
	444号_Part3
	444号_Part4
	444号_Part5
	444号_Part6
	444号_Part7
	444号_Part8
	444号_Part9
	444号_Part10



